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自治労神奈川県職連合・自治労神奈川県職労定期大会特集
９月５日(水)１４時～

波止場会館で開催

定期大会で運動方針を確立しよう！
～～～すべての職場から、代議員・傍聴者の参加を～～～
９月５日（水）午後２時から、波止場会館（「大桟橋」入口）において自治労神奈川県関係職員連合労働組合第４回定期大会及び自治労神奈川県職員労働組合第３０回定期大会を開催します。

県関係職員を取り巻く労働環境は依然として厳しい状況ですが、皆さんが安心して働くことができる環境、働きがいのある職場づくりを実現するために、活発な議論をして運動方針を確立しましょう！

◇◆◇2013年度運動方針（案）の概要◇◆◇


１．人員確保の取組み

基本要求・春闘時期等において、業務量に見合った適正な人員配置を当局に求めます。
（１）この間の人員削減について、業務量の削減を上回る人員削減が行われた所属への人員配置
（２）欠員は正規職員をもって早急に解消すること
（３）時間外勤務が恒常的に行われている所属への人員配置
（４）短時間再任用職員が複数配置されている所属への必要な人員配置
（５）病休に伴う代替要員を確保すること、特に、メンタル不全による療養休暇、休職については常勤職員を充てること、休職明けの一定期間については臨任職員の配置を継続すること
（６）東日本大震災被災地への人的支援においては、送り出す職場に欠員等の負担が生じない人員配置
（７）職業訓練指導員について、西部方面技術校開校までに最低限現在の欠員を正規職員で配置すること
（８）児童相談所の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を行うこと
（９）長時間・過密労働を解消するため、看護師等病院職員の人員確保を行うこと
２．臨任・非常勤等の労働条件改善の取組み

臨任・非常勤・再任用職員の雇用の安定や処遇改善
を進めるため、次の運動に取り組みます。

（１）非常勤職員・行政補助員について

①「行政補助員制度」の抜本的な見直し
②一方的な雇い止めを行わないこと
③「任期の定めのない短時間公務員制度」の創設

④報酬の抜本的な改善、休暇・職免制度の改善、通勤手当の実費支給、健康診断の充実等

（２）臨時的任用職員について

①一方的な雇い止めを行わないこと
②正規職員となれるような任用制度の改革
③給与の抜本的な改善、休暇・職免制度の改善、通勤手当の支給要件の改善、健康診断の充実等
（３）再任用職員について

①休暇・職免制度の改善、健康診断の充実等
②任用、職等の配置についての組合との協議
③任用形態については、再任用希望者の意向を十分尊重すること
３．メンタルヘルス対策の取組み

職員が心身ともに健康で安心して働き続けられるよう次の取組みを進めます。

（１）産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めた総合的なメンタルヘルス対策の確立
（２）産業医との話し合いの場を活用したメンタルヘルス対策への提言
（３）メンタル不全による療養休暇取得者や休職者が発生した職場における産業医の監督下の原因調査
（４）精神科医による相談会等の定期実施や職場巡回相談の充実、メンタルヘルス研修の充実
（５）採用後半年経過の職員を対象とした保健師による面談の実施
（６）リハビリ勤務実施状況の検証、復職支援計画全般を産業医が管理する体制・職場支援策の構築、リハビリ勤務中の損害保険等の加入
４．定年延長・退職手当問題

（１）働き続けたい人が安定して働くことができるような雇用や賃金水準の確保
（２）退職手当の見直しについては、重要な労働条件の変更であり、労使合意に基づく制度設計を強く求める
５．行政システム改革に対する取組み
（１）適正な人員配置を求める
（２）不合理な組織再編は阻止し、職員の負担軽減と県民にとってわかりやすい改善をめざす
（３）本庁所属小分け化の問題点の検証、早期の改善
（４）指定管理者制度の導入効果を検証し、県が果たすべき公的役割の明確化と、提供するサービス水準の維持・向上、従事労働者の雇用と労働条件の維持・確保を図る
（５）（財）神奈川科学技術アカデミーなど県主導の第三セクターに雇用される職員の労働条件の維持・確保が図られるよう関係機関に働きかける
（６）過去の行革全体の検証と問題点の解決
６．「神奈川臨調」への対応
（１）出先機関の原則廃止や補助金の全面見直しに対して、幅広く県民や議会、基礎自治体と連携して徹底して闘う
（２）試験研究機関等の独立行政法人化や社会福祉施設等の指定管理者制度導入には断固として反対
（３）第三セクターの補助金廃止は到底容認できない

７．労働安全衛生を遵守した職場環境の確立

（１）職員の健康を守る姿勢での職場環境の確立
（２）産業医による職場巡視結果をもとにした職場の状況把握と必要に応じた職場環境の改善
（３）節電と労働環境の保持が両立できるような「節電対策」の抜本的な見直し
（４）節電による職場環境への影響を常に監視し、必要に応じて当局に改善を求める
（５）自主運転する職員の安全を確保するため、庁用自動車に係る更新基準・運用の見直し

８．２０１２賃金確定闘争の取組み

（１）賃金・一時金の引上げ

（２）初任給の改善

（３）臨任・非常勤職員等の給与・報酬の抜本的な改善
（４）現給保障の維持

（５）住宅手当支給水準の確保

（６）車通勤に係る通勤手当の引上げ

（７）退職手当問題・再任用課題の前進
（８）臨時的任用職員の任用期間の改善

（９）臨任・非常勤職員等の雇用確保や労働条件改善

（10）メンタルヘルス対策の一層の充実

（11）退勤時特別休暇の拡充（通勤経路途絶対策）

（12）災害時等における迂回通勤費用の実費弁償制度の確立


１．原子力発電に依存したエネルギー政策からの転換を求めるとともに、自然と共生できる暮らしに向けた取組み
２．普天間基地へのオスプレイの配備を中止するよう求める取組み
３．憲法学習会の継続開催
４．ノーマライゼーション運動の強化
５．職場でのパワハラやセクハラ等の人権問題に対する問題解決

１．公契約条例の制定をめざす
２．公共サービスで働く民間労働者の賃金・労働条件の改善や自治体政策実現に資する入札制度に向けた改革
３．自治体業務を代行・受託する法人や企業に関する入札の資格要件や委託契約の義務要件の導入
４．指定管理者制度運用の廃止を含めた抜本的な見直しを国に対して求めるとともに、県としても主体的に見直しを行うよう求める

　公務員バッシングのなかで私たちの労働条件を維持向上させていくには、労働組合に結集し、組織力を武器に当局と対峙していくことが必要です。「一人はみんなのために、みんなは一人のために」という労働組合の価値を未加入の職員に理解していただき、加入を呼びかけていく必要があります。
　公務員制度改革の中心的な課題は、非現業公務員に協約締結権を回復し、あわせて人事院・人事委員会勧告制度を廃止することの２つを柱とした、自律的労使関係制度を確立することです。
　新たな制度が実現すれば、組合の交渉力が締結する協約の内容や水準に端的に反映され、総じて、賃金などの労働条件が多様化しつつある事態に対し、組合にとって大きな影響力を持つことになります。
新たな労使関係の制度的な枠組みをいかに構築していくか、という課題と同時に労働組合の力量強化がこれからの最重要課題になっています。

































Ⅳ　組織の活性化と組合員拡大の取組み





Ⅲ　公正労働基準を確立する取組み





Ⅱ　平和、人権、環境保護への取組み





Ⅰ　労働条件向上の主な取組み

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































